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1月24～25日、フードスタイル関西がインテックス

大阪で開催されました。「全国の食を関西にもっと！

関西のフードビジネスを支える商談展示会」をスロー

ガンとして、全国47都道府県から750社以上が出展し、

「外食」、「弁当・給食・宅配」、「スーパーマーケッ

ト」と3種類のフードスタイルで構成されていました。

秋田県からは（株）田園/田園ハム、Norte Carta/

ノルテカルタ、秋田比内や（株）の3社が出展しまし

た。

会場内では、出展ブースのほか事前アポイント個別

商談会場があり、その他セミナーやライブキッチンや

多くの併設イベントも開催され、多くの来場者で通路

が塞がるほど賑わっていました。

今年のフードスタイルは、今回の大阪のほか、10月

に東京、愛知、11月に福岡で開催されることが決まっ

ています。

Norte Carta/ノルテカルタ（株）田園/田園ハム 秋田比内や（株）

新年明けましておめでとうございます。皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのことと、心からお慶

び申し上げます。

昨年を振り返りますと、世界的な異常気象に加え、エネルギー資源や食料品等の高騰、さらには記録的な円安

に見舞われ、生活や企業活動に大きな影響がありました。また、新型コロナウイルス感染症の取り扱いが5類に変

更され、様々な制約が取り払われたことに伴い、生活が「普通」に戻った年でもありました。当協会の事業にお

いても、中国吉林省外事弁公室職員やベトナム・ヴィンフック省代表団をお迎えするなど、ここ数年間実施でき

なかった交流事業が再開されたことは、今後の相互の発展にとって、たいへん意義のあることと考えております。

現在、企業を取り巻く環境は、エネルギー価格や物価の高騰、人件費の引き上げなどによる経営コストの上昇、

取引価格の適正化、人口減少による採用難等の課題が山積しており、乗り越えなければならない課題は多岐にわ

たっていますが、この状況を切り抜け、明るい未来へ向かえるよう邁進してまいりたいと考えております。

新年が、皆様にとりまして、明るく実りの多い年となりますよう祈念して、年頭のご挨拶といたします。
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秋田の貿易ビジネスをサポートします

一般社団法人 秋田県貿易促進協会
電話 018(896)7366 FAX 018(896)7367 Email info@a-trade.or.jp ホームページ http://a-trade.or.jp/

〒010-0951

秋田県秋田市山王2丁目1-40 田口ビル1階

秋田県貿易促進協会では、企業の海外事業展開が進む中、貿易や国際物流の基礎知識を身につけたい

方を対象にしたセミナーの開催を予定しています。

国際物流には国内物流に比べて手続きが煩雑な面や、悪天候や政治的なリスクなどを原因とした輸送

中のトラブルなどに遭遇する可能性があるといった課題あります。

今回、ロジスティックスの専門家で、多数のセミナーで講師を務めている、海渡アトリエ代表 関口

幸代氏を講師としてお迎えし、国際物流並びに貿易業務における基礎的事項やリスク管理等について、

最近の動向や今後の見通し等も交えながら講演していただきます。

また、セミナー終了後には個別相談の時間を設けますので、国際物流に関心のある方はぜひ参加をご

検討ください。

申込方法等につきましては、詳細が確定しだい当協会のホームページやメールマガジン等でご案内し

ます。

フランス系輸送会社にて16年に渡り石油化学基地、発電所、工場建設な

どの大型プロジェクトの輸送に関して営業・業務全般を扱うプロジェクト

部の責任者として、トヨタフランス工場のプレス機輸送や、各地の発電所

向け大型発電機の輸送などを遂行。2002年には酒類に特化したドイツ系輸

送会社へ日本代表として転職し、アジア統括責任者などを歴任。

温度管理の必要な貨物の輸送・保管、液体バルク輸送のみならず、海外

における新規事業の立ち上げや会社設立などを幅広く経験。2018年コンサ

ルタント業を立ち上げ、輸入商社の顧問や、倉庫移転プロジェクトのサポー

ト、ロジスティクス関連会社や輸入商社のスタッフ育成訓練、ワイン関連

の通訳、JETRO貿易講座講師などを行っている。

また、日本酒や日本産農産物の輸出振興をライフワークと考え、各方面で活動中。日本並びに海

外におけるワイン・日本酒業界並びに船会社・倉庫・ロジスティクス業界に幅広い人脈を持つ。

〇日 時 令和6年3月15日(金) セミナー 13:30～16:00（個別相談 16:10～）

〇場 所 秋田県中央男女共同参画センター 研修室2

秋田県秋田市中通2-3-8 アトリオン7F

〇受 講 料 無料

〇申込方法 当協会ホームページおよびメールマガジンにて案内

〇問合せ先 秋田県貿易促進協会（担当：佐藤）

〇電話番号 018-896-7366

〇E メール info@a-trade.or.jp

※上記内容は、予告なく変更になる場合がございます。予めご了承ください。
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11月8日から9日の2日間、アメリ

カ・サンフランシスコの日本酒輸入

業者「ジザケクエスト」のデビッド・

サカモト社長を秋田県に招聘し、県

内の酒蔵5社を訪問して酒蔵の視察

や商談を行いました。

高橋酒造店(美郷町)では、ラベン

ダーや桜の花から採取した酵母を培

養して醸造したお酒などを紹介しま

した。また寿司チェーン「すしざん

まい」の店舗で提供されている小瓶

タイプの商品や、PB商品についても

関心を示していました。

福乃友酒造(大仙市)では、ワイン

グラスで美味しく飲むための日本酒

をコンセプトに、香りと口当たりに

こだわって醸造した「冬樹」シリー

ズを提案しました。シリーズは3種

類ありそれぞれナッツやドライフルー

ツ、肉料理、シーフードや野菜料理

に合うように設計されています。中

でも冬樹FFFは、ワイングラスでお

いしい日本酒アワード2019、2021、

2023プレミアム純米部門金賞受賞、

2022には最高金賞を受賞しています。

小玉醸造(潟上市)は、デビッド社

長が企画する東北の酒蔵ツーリズム

の訪問先であるため、下見と打ち合

わせのために訪問しました。お酒だ

けではなく味噌や醤油の醸造もして

いるため、訪問先としてユニークで

関心が高いと話していました。小玉

醸造では、すでに他のインポーター

を通してアメリカに輸出をしていま

す。

喜久水酒造の特徴は、すでに使用

されなくなった旧国鉄のトンネルを

日本酒の貯蔵庫として活用している

ところです。トンネルは全長100mで、

年間11度を保つ天然の冷蔵庫です。

トンネル貯蔵では日本酒の劣化を防

ぎ、貯蔵することで味がまろやかに

なります。新酒で購入したお酒を熟

成させてから発送してもらうことも

可能で、ユニークな貯蔵方法に関心

を示していました。

山本酒造店は2023年にカフェを併

設した醸造蔵を敷地内に新設しまし

た。新しい蔵では先進的な最新設備

を多数導入し、また性別や年齢に関

係なく多くの従業員が働いていまし

た。カフェも非常におしゃれで、専

用ボトルやペットボトルへの日本酒

の量り売りも行っています。

訪問した酒蔵はそれぞれ特徴的で、

デビッド社長にも満足していただけ

たようでした。輸入についても検討

しているようです。アメリカで新た

に日本酒を輸入するためには米国財

務省から輸入基本許可を取得する必

要があり、審査には2～3カ月かかる

とされています。

引き続き取引成立にむけてサポー

トを続けます。

福乃友酒造

喜久水酒造

山本酒蔵店

高橋酒造店 小玉醸造
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12月6～8日、東京ビックサイト南展示場で「第4回フードテックジャ

パン東京2023」が開催されました。残念ながら秋田県から参加された

企業はありませんでしたが、食品工場向けロボット、AI、loT、HACCP

など約400社が出展し、3日間で18,356人の来場者がありました。また、

場内の講演会場では、最新スマート工場、フードロス対策、培養肉、

物流問題などをテーマとした80を超える講演が開催され、多くの人が

参加していました。

同じ展示場では「第8回ドリンクジャパン2023」、「第2回スマート

レストランEXPO」も同時開催されており、3会場とも多くの来場者で賑

わっていました。

なお、「第3回フードテックジャパン大阪」は、3月13～15日にインテック大阪で開催される予定です。

令和5年11月10日、秋田商工会館ホール80において、｢使

える英語の効果的習得法｣セミナーが開催され、英語トレー

ニング法指導の第一人者でもある㈱アイ・シー・シー代表

の千田潤一氏の講演を拝聴しました。｢英語はスキル。勉強

ではなく、トレーニング！｣というコンセプトのもと、英語

学習においての音読筆写トレーニング法やTOEIC対策法のア

ドバイスを頂きながら、実際に英語トレーニングを体験し

ながら終始皆様前のめりで参加されていました。

参加者全員からは、英語トレーニングをとてもやる気に

なった、千田先生の講演を拝聴し、大変参考になりました

との感想がありました。 セミナーの様子

展示会場の様子

11月28日、秋田・タイ王国友好協会総会が秋田キャッ

スルホテルで開催されました。

総会では、駐日タイ王国臨時代理大使プラーンティッ

プ・ガーンジャナハッタキット氏が「タイ新政権の

経済政策」について特別講演を行い、タイと日本と

の経済関係の重要性を強調したほか、タイへの企業

進出のメリット等をPRしました。

また、総会後の懇親会挨拶で臨時代理大使は、

「秋田の観光地はどこもとても魅力的で、タイ国民

に広く紹介したい。今後、様々な分野でタイ王国と

秋田県との交流が拡大することを期待したい」と述

べました。
駐日タイ王国臨時代理大使

プラーンティップ・ガーンジャナハッタキット氏


